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静岡県における
「社会健康医学」の推進

出典：厚⽣労働省 健康⽇本21（第⼆次）推進専⾨委員会資料 2

静岡県の現状（健康寿命）

○ 静岡県は男⼥ともに健康寿命が常にトップクラス
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静岡県の健康寿命と平均寿命

○ 平均寿命と健康寿命の差は、男性で約８年半、⼥性で約12年
（平成28年 静岡県）
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出典：健康寿命 厚⽣労働省 健康⽇本21（第⼆次）推進専⾨委員会資料
平均寿命 厚⽣労働科学研究班の計算式、総務省推計⼈⼝、厚⽣労働省

⼈⼝動態統計資料を⽤いて、静岡県で独⾃に算出

○さらなる健康寿命の延伸を⽬指すため、社会健康医学の視点に着⽬

社会健康医学の視点に着目
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・ これまでの健康⻑寿に向けた取組を体系化
・ 科学的視点を取り⼊れた効果的な健康⻑寿の取組の推進

社会健康医学の視点を取り⼊れた施策の推進
により、更なる健康寿命の更なる延伸を図る

健康寿命の更なる延伸を図るために健康寿命の更なる延伸を図るために

“ 社会健康医学 ”とは
直接、病気の治療を研究する分野ではなく、病気を
予防する ⼜は 病気にならないような地域・環境を
研究する総合的かつ新たな学問分野
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健康寿命の延伸に向けた提言～社会健康医学の研究推進～

○ 静岡県が推進すべき４つの提⾔により、健康寿命の更なる延伸を図る。
⽬標社会健康医学に着⽬した取組
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期待される成果
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提言① 研究の推進提言① 研究の推進

・ 医療ビッグデータの活⽤
・ 施策の体系化や臨床研究のための疫学研究
・ ゲノムコホート研究

提言② 人材の育成提言② 人材の育成

・ 医師や看護師、薬剤師など医療専⾨職を
主な対象とした教育の実施

・ 社会健康医学を理解し、地域の
リーダーとなる⼈材（専⾨職）の育成

提言③ 拠点となる仕組みの構築提言③ 拠点となる仕組みの構築

・ 研究と教育の拠点となる仕組みの構築

・社会健康医学の
取組により
得られた成果の
県⺠への還元

！

！

！

！

提言④ 成果提言④ 成果
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○ 本庶 佑 京都⼤学⾼等研究院特別教授
⻤頭 宏 静岡県⽴⼤学学⻑
佐古 伊康 しずおか健康⻑寿財団理事⻑
⽥中 ⼀成 静岡県⽴病院機構理事⻑
鶴⽥ 憲⼀ 全国衛⽣部⻑会会⻑（静岡県理事(医療衛⽣担当)）
徳永 宏司 静岡県医師会副会⻑
中⼭ 健夫 京都⼤学⼤学院医学研究科副研究科⻑

社会健康医学系専攻⻑・健康情報学分野教授
宮⽥ 裕章 慶應義塾⼤学医学部医療政策・管理学教室教授

東京⼤学⼤学院医学系研究科医療品質評価学講座特任教授
国⽴国際医療研究センター グローバルヘルス政策研究センター

国際保健システム・イノベーション研究科研究科⻑
宮地 良樹 滋賀県⽴総合病院総⻑（京都⼤学名誉教授）
望⽉ 律⼦ 静岡県訪問看護ステーション協議会会⻑
⼭本 清⼆ 浜松医科⼤学理事（教育・産学連携担当） ・副学⻑
⼭本 敏博 静岡県社会福祉法⼈経営者協議会会⻑

○委員⻑、50⾳順、敬称略

○ 健康寿命延伸のための研究内容や⼈材育成の⽅法等について検討

「社会健康医学」基本計画策定委員会
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